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CRT栃木放送『開倫塾の時間』 2019年 2月 9日(土)放送内容資料

これからは情報通信機器の使い方を身に着けることが不可欠に

開倫塾

塾長 林 明夫

１．おはようございます。開倫塾塾長の林明夫です。今朝も「開倫塾の時間」をお聴きいただき、

ありがとうございます。先週のこの時間には、出会い系サイトは犯罪の温床になることもあるの

で、近づかないほうがよいというお話をさせていただきました。今週は、それに関連したことを

お話いたします。

２．現代は、情報通信技術（ICT，Information and Communications Technology）が発達し、い
ろいろな機器が使われています。そこで、我々はそれにどのように対処したらよいかというお話

をさせていただきます。情報通信機器といえば、今まではパソコンが主でしたが、最近はスマホ

やタブレットがたくさん使われています。また、ウエアラブル端末も増えてきました。ウエアは

「身に着ける」で、アブルは「～できる」ですから、ウエアラブルで「身に着けることのできる」

という意味です。つまり、腕時計型やメガネ型など身に着けられるものを、ウエアラブルといい

ます。

３．情報通信機器はほかにもたくさんありますが、これからはパソコン・スマホ・iPad などのタ
ブレット・ウエアラブルの４つをどのように使いこなすかが大事です。仕事の上で一番使うのは、

おそらくパソコンだと思います。ただ、今後はこれだけでは済まなくて、仕事の上でも Apple Watch
やスマホ、タブレットをたくさん使うようになると思います。

４．例えば、私どもの学習塾でも同じです。集団指導では、今まで通りに黒板などを使っています。

学校では電子黒板を使っているところが多いですが、学習塾はあまりお金がないためなかなか使

えないからです。ただ、学習塾には、先生と塾生の比を１対１とか１対４とかにして学習する個

別指導があります。開倫塾の個別指導では、ベネッセが出している「English Speaking Training」
を導入し、１か月に３回、フィリピンの英語の先生とタブレットを使って実際に英会話の訓練を

しています。

５．森塾という学習塾が出しているものには、優秀な大学を出た頭脳明晰な吉本のタレントさんが

中学の理科・社会を教える、タブレットを使った授業があります。芸人さんですから、我々が教

えるよりも遥かに上手いです。これも導入しています。また、大学入試を対象とした授業では、



- 2 -

東進ハイスクール・代ゼミ・河合塾などの予備校が以前は衛星放送でやってたものが、今はパソ

コン、それもタブレットから出てきます。

６．そこで、開倫塾でもブロードバンド予備校というのを全面的に導入しています。また、いろい

ろなⅤネットがありますが、受験学年以外にはウイングネットを使って全教科を教えるしくみも

用意しています。今までは先生が教科書やテキストを使って教えていたのを、我々が舌を巻くく

らい上手な教え方を一所懸命にする先生が、タブレットの中でやってくださいます。テキストも

できていますので、ちょっとかなわないなあと思います。

今まで通りの授業も行い、質問にも答えますが、基本的にはタブレットを使ったものに全面的

に移行するような雰囲気が学習塾にあります。ほとんどとは言い切れませんが、開倫塾だけでは

なく、多くの塾が移行しつつあります。それは、学校よりも早いと思います。こんな形で、タブ

レットは教育業界に本当に驚くほど入ってきています。

７．ただ、これだけでは不十分で、わからないところの指導や音読練習・書き取り練習・問題練習

の指導などは、現場で先生方にしていただきます。このように、あと何年かすると、教育業界で

はタブレットなしの授業は成り立たなくなると思います。学校でも同様です。

８．それから、医療の現場でも利用されます。例えば、処方箋が自宅で入手可能になったり、在宅

医療が可能になったりします。実際には、最初の何回か、あるいは何か月かはお医者さんに直接

診療を受け、そのあとに在宅医療になると思います。そんなことがどんどん入ってきます。それ

が国会で審議されて、法律ができつつあります。

９．また、韓国やエストニアでは住民票の申請などの行政手続きで、エストニアではいろいろな選

挙の投票で、電子化が非常に進んでいます。中国では買い物の支払いはスマホがほとんどで、現

金で買い物をする方はあまりいないそうです。それから、電車の切符も私はまだ suica で買って
いますが、スマホで買う方もたくさんいます。

10．このように、買い物の支払いをするにも、ウエアラブルの Apple Watch・スマホ・タブレッ
トを使うような時代にますますなってきます。そのときに一番大事なのは、それらをどのように

使いこなすかです。使えないでは済まされませんので、これから先、我々はそれをどのようにし

て身に着けたらよいのかが大きな課題となります。この課題が解決すると、行政的なお金がもの

すごく少なくなって、安い政府が出来上がったりサービスも非常に安価に手に入ったりします。

世の中がガラッと変わりますので、その身に着け方をみんなで考えていきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。


